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年
産
能
力
１
．
５
倍
に
ア
ッ
プ
受
注
増
受
け
設
備
増
強
空
気
清
浄
機
用
ガ
ス
セ
ン
サ
ー

新
製
品
の
市
場
投
入
拡
大
開
発
・
設
計
を
迅
速
化
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で
試
作

自
社
ブ
ラ
ン
ド
工
具
開
発
作
業
者
の
目
線
追
求
「
オ
フ
セ
ッ
ト
生
爪
」
な
ど

半
導
体
式
ガ
ス
セ
ン
サ
ー
の
製
品
群

ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
・
ブ
レ
ー
ド

掻
き
取
り
式
ヘ
ッ
ド
ク
リ
ー

ナ
ー
「
Ｎ
Ｖ
Ｃ

Ｊ
２
型
」

高
精
度
で
芯
出
し
が
行
え
る
「
オ
フ
セ
ッ
ト
生
爪
」

高
精
度
加
工
が
得
意

　
清
光

大
阪
府
守
口
市
、

森
本
清
光
社
長
、
０
６
・
６

９
９
４
・
０
１
２
７

は
、

１
９
７
３
年
の
創
業
時
か
ら

マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
複
合
機
に
よ
る
複
雑
な
形

状
の
金
属
加
工
を
手
掛
け
て

い
る
。
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
部
品

や
タ
ー
ビ
ン
の
羽
根
な
ど
複

雑
な
形
状
に
加
え
、
高
い
精

度
が
求
め
ら
れ
る
分
野
の
加

工
を
得
意
と
す
る
。
森
本
社

長
も
早
く
か
ら
Ｃ
Ａ
Ｍ
を
使

い
こ
な
す
な
ど
加
工
の
エ
キ

ス
パ
ー
ト
と
し
て
知
ら
れ
、

取
引
先
か
ら
も
厚
い
信
頼
を

得
て
い
る
。
現
在
は
真
空
炉

メ
ー
カ
ー
向
け
部
品
が
好
調

で
、
工
場
は
早
朝
か
ら
夜
遅

く
ま
で
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ

て
い
る
。

　
さ
ら
に
同
社
が
金
属
加
工

と
並
ん
で
今
、
力
を
入
れ
て

い
る
の
が
、
プ
ロ
に
共
感
し

て
も
ら
え
る
自
社
ブ
ラ
ン
ド

に
よ
る
工
具
の
開
発
だ
。
す

べ
て
作
業
者
の
目
線
で
作
ら

れ
加
工
現
場
で
役
立
つ
。
本

業
の
加
工
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
が
清

光
を
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
押

し
上
げ
つ
つ
あ
る
。

　
２
０
０
９
年
５
月
に
発
売

し
た
工
作
機
械
の
チ
ャ
ッ
ク

爪
「
オ
フ
セ
ッ
ト
生
爪

な

ま
づ
め

」
は
チ
ャ
ッ
ク
装

着
時
に
テ
ー
パ
ー
ネ
ジ
を
締

め
る
こ
と
で
１
０
０
０
分
の

２

ま
で
高
精
度
の
芯
出

し
が
可
能
。
工
作
機
械
用
の

チ
ャ
ッ
ク
で
、
効
率
的
生
産

に
よ
り
生
産
コ
ス
ト
の
削
減

が
期
待
で
き
る
。
工
作
機
械

は
長
足
の
進
歩
を
遂
げ
て
い

る
が
、
ワ
ー
ク
と
の
接
点
と

な
る
爪

チ
ャ
ッ
ク

の
部

分
は
昔
の
ま
ま
。
加
工
現
場

で
汗
を
流
し
た
か
ら
こ
そ
、

発
想
で
き
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

製
品
だ
。

　
軽
く
て
高
速
回
転
に
適
す

る
ア
ル
ミ
合
金
製
の
「
ア
ル

ミ
ー
ゴ
ｈ
ａ
ｒ
ｄ
」
や
、
治

具
と
の
干
渉
を
防
ぐ

字
型

な
ど
爪
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
も

充
実
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
な
か
っ
た
コ
ン
セ
プ
ト
の

製
品
だ
け
に
全
国
か
ら
の
反

響
が
大
き
く
、
加
工
に
問
題

意
識
を
持
っ
て
い
る
企
業
が

熱
い
視
線
を
寄
せ
て
い
る
。

展
示
会
に
出
展
す
る
と
「
国

内
の
人
だ
け
で
な
く
海
外
の

人
も
熱
心
に
見
入
っ
て
い

る
」

同

と
い
う
。

　

年
に
は
複
合
加
工
機
向

け
で
チ
ャ
ッ
ク
の
精
度
を
安

定
的
に
出
せ
る
生
爪
を
発
売

し
た
。
チ
ャ
ッ
ク
と
生
爪
の

一
体
化
装
着
が
で
き
る
構
造

を
採
用
。
爪
の
揺
れ
を
抑
え

て
ワ
ー
ク

加
工
対
象
物

を
高
精
度
に
維
持
し
、
爪
の

再
装
着
も
再
成
形
不
要
で
繰

り
返
し
精
度
が
維
持
で
き

る
。
生
爪
の
チ
ャ
ッ
ク
装
着

面
の
両
端
に
つ
く
セ
レ
ー
シ

ョ
ン

溝
構
造

を
、
数

ピ
ッ
チ
で
そ
れ
ぞ
れ
縦
と

横
に
い
れ
た
こ
と
が
最
大
の

特
徴
。
通
常
の
生
爪
は
横
構

造
の
み
。
こ
れ
を
チ
ャ
ッ
ク

側
の
縦
横

ク
ロ
ス

溝
と

は
め
合
わ
せ
、
加
工
時
の
揺

れ
を
防
ぐ
。

第
二
創
業
遂
げ
る

　
同
構
造
は
個
人
の
設
計
者

で
あ
る
小
林
和
秀
氏
が
発
明

者
で
あ
り
、
特
許
を
持
つ
。

今
回
の
製
品
化
で
は
こ
の
特

許
権
者
の
協
力
を
得
た
。
複

合
機
な
ど
多
様
な
加
工
で
爪

が
浮
き
上
が
り
、
加
工
精
度

が
出
な
く
な
る
課
題
の
解
決

を
図
っ
て
い
る
。

　
加
工
業
か
ら
自
社
製
品
を

持
つ
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
第

二
創
業
を
成
し
遂
げ
た
同
社

は
「
省
人
・
省
力
化
に
つ
な

が
る
製
品
の
開
発
を
通
じ
て

工
場
の
人
件
費
を
極
限
ま
で

減
ら
せ
れ
ば
、
新
興
国
へ
の

製
造
業
の
流
出
が
止
ま
り
、

新
興
国
と
も
十
分
に
対
抗
で

き
る
」

同

と
み
て
い

る
。

　
「
オ
フ
セ
ッ
ト
生
爪
」
の

発
売
に
よ
り
自
身
の
哲
学
に

添
っ
た
自
社
製
品
を
持
つ
こ

と
が
で
き
た
清
光
は

年
に

「
ｋ
ｉ
ｙ
ｏ
ｍ
ｉ
ｔ
ｕ
」
ブ

ラ
ン
ド
の
第
２
段
と
し
て
、

加
工
穴
の
両
端
の
面
取
り
が

１
工
程
で
行
え
る
「
両
面
取

り
カ
ッ
タ
ー
」
を
発
売
し

た
。
穴
部
分
の
表
裏
両
面
の

面
取
り
や
バ
リ
取
り
が
一
度

に
で
き
る
こ
と
か
ら
、
作
業

工
程
の
省
略
に
つ
な
が
る
ア

イ
デ
ア
商
品
だ
。
高
速
回
転

向
け
で
、
極
超
微
粒
子
超
硬

合
金
を
材
料
と
し
、
表
面
は

窒
化
チ
タ
ン
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

Ｔ
ｉ
Ａ
ｌ
Ｎ

コ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
施
し
て
い
る
。

ユ
ー
ザ
ー
に
貢
献

　
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
清
掃

装
置
の
パ
イ
オ
ニ
ア
、
野
田

テ
ッ
ク

大
阪
府
吹
田
市
、

野
田
雄
之
社
長
、
０
６
・
６

３
８
５
・
６
１
４
１

が
、

新
製
品
の
市
場
投
入
を
増
や

し
て
い
る
。
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ

ー
に
よ
る
試
作
で
開
発
・
設

計
を
迅
速
化
。
さ
ら
に
新
た

な
工
作
機
械
な
ど
を
積
極
導

入
し
て
複
雑
部
品
に
対
応
す

る
な
ど
設
計
の
制
約
を
な
く

し
「
こ
れ
ま
で
野
田
テ
ッ
ク

製
品
を
使
っ
て
い
な
か
っ
た

ユ
ー
ザ
ー
に
も
普
及
を
図
り

た
い
」

野
田
社
長

考
え

だ
。
コ
ン
ベ
ヤ
ー
ベ
ル
ト
に

付
着
し
た
余
計
な
材
料
を
効

率
的
に
除
去
す
る
清
掃
装
置

を
、
進
化
さ
せ
る
こ
と
で
ユ

ー
ザ
ー
企
業
の
安
全
性
と
生

産
性
向
上
に
貢
献
す
る
。

　

年
１
月
に
発
売
し
た

「
Ｎ
Ｖ
Ｃ
―
Ｊ
２
型
」
は
、

柔
軟
性
が
高
く
ベ
ル
ト
に
優

し
い
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
製
掻
き

か

取
り
ブ
レ
ー
ド
「
Ｎ
Ｖ
Ｃ
―

Ｊ
Ｓ
型
」
を
ベ
ー
ス
に
改
良

し
た
製
品
。
掻
き
取
り
性
能

と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
を
高
め

た
。
ウ
レ
タ
ン
ブ
レ
ー
ド

は
、
そ
の
柔
軟
性
ゆ
え
に
使

用
状
況
に
よ
っ
て
は
ベ
ル
ト

面
に
対
し
て
開
き
が
発
生

し
、
掻
き
取
り
性
能
が
低
下

す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
新
構

造
に
よ
っ
て
こ
の
問
題
を
解

消
し
た
。

　
ま
た
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ

ー
は
モ
ー
タ
ー
な
ど
の
付
帯

設
備
も
多
く
余
分
な
ス
ペ
ー

ス
が
な
い
現
場
も
あ
り
、
ヘ

ッ
ド
ク
リ
ー
ナ
ー
な
ど
の
清

掃
装
置
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が

し
に
く
い
と
い
う
問
題
も
あ

っ
た
。
こ
の
た
め
野
田
テ
ッ

ク
は
、
ブ
レ
ー
ド
を
調
整
す

る
加
圧
ユ
ニ
ッ
ト
を
本
体
シ

ャ
フ
ト
の
軸
受
と
一
体
化
。

コ
ン
ベ
ヤ
ー
フ
レ
ー
ム
の
外

側
に
出
る
幅
を
従
来
比
で

％
短
縮
し
、
付
帯
設
備
や
機

器
と
の
干
渉
を
少
な
く
し

た
。
ま
た
シ
ャ
フ
ト
の
両
側

に
あ
っ
た
加
圧
ユ
ニ
ッ
ト

を
、
部
品
加
工
の
精
度
を
高

め
る
な
ど
し
て
片
側
の
み
で

操
作
で
き
る
よ
う
に
改
良
。

こ
れ
に
よ
り
、
加
圧
調
整
の

手
間
を
半
分
以
下
に
低
減
し

た
。
さ
ら
に
加
圧
ス
プ
リ
ン

グ
の
透
明
カ
バ
ー
に
は
目
盛

り
を
つ
け
、
こ
れ
ま
で
メ
ジ

ャ
ー
や
物
差
し
と
ス
パ
ナ
で

調
整
し
て
い
た
加
圧
作
業
を

ス
パ
ナ
一
本
で
可
能
に
す
る

な
ど
、
ユ
ー
ザ
ー
の
視
点
に

立
っ
た
細
や
か
な
改
良
も
盛

り
込
み
、
好
評
を
得
て
い

る
。い

い
と
こ
取
り

　
ま
た
、
ウ
レ
タ
ン
と
超
硬

合
金
チ
ッ
プ
を
一
体
成
形
す

る
異
種
素
材
の
ブ
レ
ー
ド
開

発
に
も
成
功
し
た
。
掻
き
取

り
性
能
が
高
い
超
硬
合
金

と
、
巻
き
込
み
時
に
ベ
ル
ト

を
傷
つ
け
な
い
ウ
レ
タ
ン
の

柔
軟
性
を
併
せ
持
つ
ブ
レ
ー

ド
の
い
い
と
こ
取
り
だ
。

台
金
と
接
合
し
た
超
硬
合
金

を
金
型
内
に
設
置
し
、
ウ
レ

タ
ン
と
一
体
成
形
す
る
。
ウ

レ
タ
ン
が
固
ま
る
過
程
で
起

こ
る
収
縮
の
計
算
や
金
型
、

成
形
時
間
の
工
夫
な
ど
、
諸

問
題
を
ク
リ
ア
し
こ
の
ほ
ど

発
売
し
た
。

　
一
方
、
超
硬
タ
イ
プ
で
は

年
に
特
許
を
取
得
し
た
技

術
を
盛
り
込
み
、
独
自
構
造

の
「
Ｎ
Ｖ
Ｃ
―
Ｈ
２
型
」
と

「
同
Ｈ
３
型
」
を

年
に
本

格
展
開
し
始
め
た
。
通
常
、

ベ
ル
ト
コ
ン

ベ
ヤ
ー
は
ベ

ル
ト
中
央
部

に
最
も
積
載

物
が
あ
り
、

摩
耗
も
中
央

部
か
ら
始
ま

る
。

　
こ
の
た

め
、
中
央
部

の
掻
き
取
り

チ
ッ
プ
の
加

圧
不
足
か
ら

搬
送
物
が
通

過
し
て
し
ま

う
ケ
ー
ス

が
、
多
く
の

コ
ン
ベ
ヤ
ー

ベ
ル
ト
清
掃

装
置
メ
ー
カ

ー
の
悩
み
の

種
だ
っ
た
。

そ
こ
で
野
田

テ
ッ
ク
は
、
超
硬
チ
ッ
プ
と

ゴ
ム
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
つ
な
ぐ

ア
ー
ム
の
長
さ
を
、
ベ
ル
ト

両
端
に
行
く
ほ
ど
に
長
く
し

た
。
て
こ
の
原
理
の
応
用

で
、
ア
ー
ム
が
短
い
中
央
部

に
な
る
ほ
ど
圧
力
が
高
く
な

る
仕
組
み
だ
。

　
岡
山
工
場

岡
山
県
鏡
野

町

で
は
２
月
に
ワ
イ
ヤ
放

電
加
工
機
を
新
た
に
導
入
。

さ
ら
に
３
月
に
５
軸
マ
シ
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
も
設
置
す
る

計
画
で
、
部
品
の
加
工
能
力

を
高
め
て
い
る
。
超
硬
チ
ッ

プ
の
内
製
化
を
進
め
チ
ッ
プ

の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
拡
充

す
る
ほ
か
、
製
品
設
計
に
お

け
る
制
約
を
な
く
す
こ
と
が

目
的
だ
と
い
う
。
「
加
工
技

術
を
高
め
、
よ
り
精
密
な
部

品
を
使
う
こ
と
で
創
意
工
夫

を
追
求
し
た
い
」
と
語
る
野

田
社
長
。
新
た
な
挑
戦
が
始

ま
っ
て
い
る
。

売
れ
行
き
絶
好
調

　
エ
フ
ア
イ
エ
ス

兵
庫
県

伊
丹
市
、
小
笠
原
憲
之
社

長
、
０
７
２
・
７
８
０
・
１

８
０
０

は
１
９
９
２
年
の

設
立
以
来
、
一
貫
し
て
ガ
ス

セ
ン
サ
ー
技
術
を
核
に
事
業

を
展
開
し
て
い
る
。

年
度

は
世
界
シ
ェ
ア
ト
ッ
プ
で
主

力
製
品
の
一
つ
で
あ
る
空
気

清
浄
機
用
ガ
ス
セ
ン
サ
ー
で

過
去
最
高
の
出
荷
数
を
予

想
。
セ
ン
サ
ー
応
用
機
器
の

歯
科
用
口
臭
測
定
器
は
、
製

品
の
刷
新
効
果
に
よ
り
例
年

の
２
倍
を
超
え
る
売
れ
行
き

を
み
せ
て
い
る
。
新
た
な
柱

の
確
立
に
向
け
た
製
品
開
発

も
進
め
て
お
り
、
現
時
点
で

同
社
に
は
目
立
っ
た
死
角
は

見
当
た
ら
な
い
。

　
同
社
は
感
ガ
ス
材
料
に
金

属
酸
化
物
を
用
い
る
半
導
体

式
ガ
ス
セ
ン
サ
ー
主
力
と
す

る
。
用
途
に
応
じ
て
感
ガ
ス

材
料
の
成
分
を
調
整
す
る
こ

と
で
、
空
気
の
汚
れ
や
ア
ル

コ
ー
ル
、
メ
タ
ン
ガ
ス
、
一

酸
化
炭
素
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

ガ
ス
を
検
知
で
き
る
。
小
型

で
感
度
が
高
く
安
価
だ
が
、

材
料
の
感
度
を
長
期
間
安
定

さ
せ
る
の
が
難
し
く
、
実
用

化
し
て
い
る
会
社
は
少
な

い
。

　

年
に
は
微
小
電
気
機
械

シ
ス
テ
ム

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

を

用
い
て
、
小
型
か
つ
低
消
費

電
力
の
半
導
体
式
ガ
ス
セ
ン

サ
ー
を
開
発
。
従
来
品
の
市

場
占
有
率
が
高
い
状
態
で
も

現
状
に
満
足
せ
ず
、

次
世

代
セ
ン
サ
ー

の
実
用
化
、

普
及
に
全
力
を
尽
く
し
て
い

る
。

　
こ
の
ほ
か
、
電
気
化
学
式

な
ど
半
導
体
式
以
外
の
方
式

の
セ
ン
サ
ー
に
つ
い
て
も
開

発
、
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い

く
方
針
だ
。

　
足
元
で
は
大
気
汚
染
の
悪

化
で
中
国
、
韓
国
を
中
心
に

空
気
清
浄
機
用
ガ
ス
セ
ン
サ

ー
の
需
要
が
急
増
し
て
お

り
、
例
年
１
５
０
万
―
２
０

０
万
個
だ
っ
た
出
荷
数
は

年
度
に
３
０
０
万
個
ま
で
拡

大
す
る
と
見
込
む
。
こ
の
た

め
、
今
後
の
受
注
拡
大
に
備

え
、
生
産
技
術
研
究
所

伊

丹
市

内
の
生
産
設
備
や
検

査
装
置
を
増
強
。
巽
工
場

大
阪
市
生
野
区

と
合
わ

せ
た
年
産
能
力
を
従
来
比
１

・
５
倍
の
４
０
０
万
―
５
０

０
万
個
に
引
き
上
げ
た
。

　
空
気
清
浄
機
用
と
同
様
に

世
界
シ
ェ
ア
が
ト
ッ
プ
の
ア

ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
カ
ー
用
ガ

ス
セ
ン
サ
ー
も
好
調
で
、
Ｏ

Ｅ
Ｍ

相
手
先
ブ
ラ
ン
ド

供
給
す
る
チ
ェ
ッ
カ
ー
は

年
度
に
約

万
台
を
生
産
す

る
。
最
近
は
特
に
ア
メ
リ
カ

向
け
の
引
き
合
い
が
多
い
と

い
う
。

応
用
機
器
も
展
開

　
応
用
機
器
の
代
表
で
あ
る

セ
ン
サ
ー
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ

ラ
フ

Ｓ
Ｇ
Ｃ

は

年
の

発
売
以
来
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
を

続
け
て
い
る
製
品
だ
。
超
低

濃
度
の
ガ
ス
を
検
出
で
き
る

半
面
、
大
型
で
高
価
な
ガ
ス

ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
の
用
途
を

特
定
ガ
ス
に
絞
り
、
小
型
化

と
低
コ
ス
ト
化
を
実
現
し

た
。
測
定
ガ
ス
に
応
じ
て
５

種
類
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
、

こ
の
ほ
ど
金
属
中
の
超
微
量

水
素
の
濃
度
を
測
定
す
る
装

置
も
追
加
し
た
。

　
歯
科
用
の
口
臭
測
定
器

「
オ
ー
ラ
ル
ク
ロ
マ
」
は

年
４
月
に
デ
ザ
イ
ン
と
機
能

を
刷
新
し
て
新
発
売
し
た
。

角
が
丸
み
を
帯
び
た
樹
脂
製

の
筐
体
を
採
用
し
、
白
を

き
ょ
う
た
い

基
調
に
メ
ー
ン
パ
ネ
ル
は
淡

い
水
色
と
紫
色
の
２
種
類
を

用
意
。
測
定
時
間
の
短
縮
と

軽
量
化
も
図
り
、
こ
れ
ま
で

に
約
１
５
０
台
を
販
売
し

た
。
昨
夏
か
ら
海
外
で
も
売

り
出
し
て
お
り
、

年
度
は

さ
ら
な
る
販
売
拡
大
が
期
待

で
き
る
。

Ｆ
Ｃ
Ｖ
向
け
用
意

　
一
方
で
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

医
療
な
ど
市
場
拡
大
が
見
込

め
る
分
野
で
製
品
開
発
を
加

速
し
て
お
り
、
一
部
で
は
実

用
化
の
め
ど
が
立
っ
て
き

た
。
そ
の
一
つ
が
燃
料
電
池

車

Ｆ
Ｃ
Ｖ

向
け
の
水
素

セ
ン
サ
ー
だ
。
わ
ず
か
な
水

素
の
漏
れ
を
検
出
す
る
安
全

対
策
の
た
め
の
セ
ン
サ
ー

で
、
技
術
は
確
立
済
み
。
自

動
車
大
手
各
社
が
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の

投
入
を
予
定
す
る

年
度
に

向
け
量
産
準
備
を
進
め
て
い

る
。

　
ま
た
、
Ｓ
Ｇ
Ｃ
を
応
用
し

て
呼
気
か
ら
が
ん
の
リ
ス
ク

測
定
や
初
期
診
断
を
行
う
装

置
の
開
発
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。
呼
気
を
装
置
に
吹
き

か
け
る
だ
け
で
測
定
で
き
る

た
め
患
者
へ
の
負
担
が
少
な

く
、
が
ん
の
早
期
発
見
に
つ

な
が
る
と
期
待
さ
れ
る
。
医

療
機
関
と
共
同
開
発
を
進
め

て
お
り
、
早
期
の
実
用
化
を

目
指
し
て
い
る
。

（ ） 【全面広告】 ２０１４年 平成２６年 ２月２８日 金曜日 　　


